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TIA連携大学院 News Letter

今年度も海外で第一線で活躍している大学教員・研究者を招聘してのサマーレクチャー「ナノテクノロジー特別講義I, II, III,
IV」を大阪大学エマージングサイエンスデザインR3センターとの共同事業として開催した。今年度は、阪大側は2コマ、筑波大
側は2コマの開講となった。各講義の講師、講義名は以下の通りである。
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西堀 英治 教授

筑波大学数理物質系

期間 ２０２５年７月２２日（火）～８月１日（金）

会場 筑波大学総合研究棟B、大阪大学

主催 筑波大学大学院数理物質科学研究群、大阪大学エマージングサイエンスデザインR³センター

構成 対面講義及びオンライン（リアルタイム） ４講義各１０コマ

参加者数 ４２名 （大学院生 ４２名、社会人 ０名） ※筑波大学、大阪大学４講義合計

本年も大阪大学の協力を得て筑波大学・大阪大学同時開催として

Summer Lecture in 2025 for Nanoscience/Nanotechnologyが７月

２２日から８月１日の日程で開催されました。運営・実施をされまし

た西堀栄治教授（筑波大学数理物質系）にお話しを伺いました。

●「ナノテクノロジー特別講義I」(阪大)
講師：Dr. Tristan Cren(Institut des NanoSciences de Paris and Sorbonne University, France)
題目：Probing Matter Atom by Atom: A Comprehensive Lecture Series on Scanning
Tunneling Microscopy
●「ナノテクノロジー特別講義II」(阪大)
講師：Dr. Michel Sliwa (Ecole Polytechnique and Lille University, France)
題目：Light & Nanoscience: Fabrication, Manipulation and Characterization
●「ナノテクノロジー特別講義III」(筑波大)
講師：Prof. Serge Gambarelli & Prof. Jean-Marie Mouesca (Molecular Systems and nanoMaterials for Energy and Health 
(SyMMES), CEA-CNRS-UGA-Gr enoble-INP)
題目：Electron Paramagnetic Resonance (EPR) spectroscopy combined with Density functional
Theory (DFT) modelization for the study of defects in semiconductors
●「ナノテクノロジー特別講義IV」(筑波大)
講師：Asst. Prof. Shuai Wei (Department of Chemistry and Center for Sustainable Energy Materials, Aarhus University, 
Denmark)
題目：Amorphous materials and novel X-ray scattering methods for disordered structures

今年度は「ナノテクノロジー特別講義I, II, III, IV」のすべての講義が対面で実施され、大阪大学側の「ナノテクノロジー特別講義I, 
II」は筑波大にはリアルタイムのオンライン配信という形式で、「ナノテクノロジー特別講義III, IV」は筑波大学において対面でされまし
た (阪大にはオンライン中継)。 以下に筑波大側で開講した「ナノテクノロジー特別講義IV」について詳しく報告します。
サマーレクチャーの筑波大側のナノテクノロジー特別講義IVは、今年から海外教育研究ユニット招致を開始したオーフス大学から
招聘した教員・研究者により講義が行われました。これまで、オーフス大学の教員による講義はこれで4回目ととなります。今年度の
講師のS. Wei氏は初めての担当となります。この講義では、相変態材料を基本テーマとして、アモルファスやガラスの科学に焦点を
当て、その合成法から、力学的および熱力学的特性、そしてその構造の探索法についての講義が行われました。結晶の周期性を

ナノテクノロジー特別講義IVの講義後の全体撮影

持たない物質の原子スケール構造の観測は、先端放射光やX線
自由電子レーザーなどの最先端X線光源を使って初めて可能にな
ることであることから、これらの先端光源利用について原理から解
析法まで幅広い講義が行われました。最終試験として、受講生が
この講義の内容から選択したテーマに応じて割り当てられた学術
論文を紹介するプレゼンが行われ、4日間に亘った講義が締めくく
られました。
本講義の受講者は筑波大学側5名、大阪大学側7名の計12名(うち
留学生7名)それ以外に単位取得しない研究者と留学生2名で、本
講義の内容とは異なる専門の受講生もいましたが、先端X線光源
を利用した講義に興味を持ってもらえているようでした。
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